
事
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
六
月
十
一
日
、
福
島
テ
ル
サ
に

て
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
新
幹
事

の
六
名
の
方
の
出
席
が
会
へ
の
感

心
の
深
さ
を
表
し
て
居
る
様
で
、

役
員
一
同
、
議
案
の
数
々
に
も
活

気
に
満
ち
た
総
会
に
な
り
ま
し

た
。
又
役
員
改
選
を
行
い
、
会
計

監
査
と
し
て
、
会
に
お
力
添
え
下

さ
っ
た
渡
辺
八
千
代
さ
ん
が
退
任

致
し
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
同
窓
会
並
び
に
母
校

に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
二
月
二
十
八
日
同
窓
会
入

会
式
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
の
事

で
す
が
、
そ
の
凛
と
し
た
佇
ま
い

に
、
い
ず
れ
会
の
運
営
に
多
大
な

る
力
を
貸
し
て
下
さ
る
で
あ
ろ
う

の
学
校
生
活
を
聞
き
な
が
ら
、
気

分
は
、
女
子
高
生
に
な
っ
て
ま
し

た
。
外
の
暑
さ
に
負
け
な
い
程
の

青
春
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
ひ
と
時

で
し
た
。

　
会
報
の
二
ペ
ー
ジ
の
理
事
長
・

校
長
本
田
哲
朗
先
生
の
「
同
窓
生

子
女
子
息
に
対
す
る
経
済
的
助
成

制
度
の
お
知
ら
せ
」
に
賛
同
し
ま

し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
も
広

く
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
母
校
の
益
々
の
発
展
に
、
皆
様

お
一
人
お
一
人
の
お
力
添
え
が
必

要
で
す
。
ぜ
ひ
、
御
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
七
月
六
日

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
三
年
十
一
月

十
三
日
女
子
校
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
埋
設
式
か
ら
二
十
一
年
の
年

を
経
て
当
時
を
物
語
る
貴
重
な

品
々
を
前
に
目
を
見
張
る
ば
か
り

で
し
た
。
そ
し
て
翌
年
春
か
ら
共

学
校
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
二
日
、
学
園
初
の
試
み
と

し
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
で
は

同
窓
会
室
と
資
料
展
示
室
を
開
放

し
て
皆
様
を
お
待
ち
し
ま
し
た
。

幅
広
い
年
代
の
方
々
の
そ
れ
ぞ
れ

同
窓
会
会
長
　
石
　
井
　
　
　
都

（
昭
和
41
年
度
卒
）

「
母
校
の
益
々
の
発
展
を…

」

同窓会会報
発　行

福 島 成 蹊 高 等 学 校
同 窓 会
福島市上浜町5- 1 0
電話（5 2 2）2 0 4 9
発行人　石　井　　都
印刷所　㈲三共印刷所

福島成蹊高等学校同窓会会報① 令和7年（2025）3月1日 第31号

―  目　次  ―

● 会長挨拶
● 理事長・校長挨拶
● 会務報告
● 一般会計報告

● 同窓会総会開催報告
● クラス会開催報告
● 役員紹介
● タイムカプセル開封式・ホームカミングデー
● キャンパスライフ
● 同窓生の活躍
● 住所変更のお知らせ
● 進路状況
● 資料展示室より
● 新幹事紹介
● 総会のお知らせ
● LINE公式アカウントのお知らせ
● 事務局だより

平成16年度卒業アルバムより

P.１
P.２
P.２
P.２

P.３
P.４
P.４
P.４
P.５
P.６
P.６
P.６
P.７
P.８
P.８
P.８
P.８
P.８

卒業から5年・10年・15年・20年の皆さんへ 
～先生方からのメッセージ～
卒業から5年・10年・15年・20年の皆さんへ 
～先生方からのメッセージ～

特 

集



福島成蹊高等学校同窓会一般会計決算書
令和５年４月１日～令和６年３月31日

1 . 収入金額 4,255,703　2 . 支出金額 1,782,487　3 . 差引金額 2,473,216 ※次年度へ繰越

特別積立金（令和６年３月31日現在）
運営協力費（令和６年３月31日現在）
  

5,076 ,121円
25,285円

上記帳簿及び関係書類について監査の結果正確であることを認めます
令和６年４月13日　　会計監査　　渡邉八千代　髙橋　晴佳

収 入 の 部

項 目

会 費

運営協力費

預 金 利 子

雑 収 入

繰 越 金

合 計

支 出 の 部

項 目

事 業 費

会 議 費

会報発行費

協 力 費

交 誼 費

通 信 費

旅 費

事 務 費

特別積立費

予　備　費

合 計

2,076,000

95,494

500

200,000

2,094,183

4,466,177

2,046,000

95,494

26

20,000

2,094,183

4,255,703

△30,000

0

△474

△180,000

0

△210,474

適　　　　　用

6,000×341人

４年度運営協力費より

普通預金利子

前年度より繰入

800,000

100,000

200,000

300,000

50,000

400,000

0

200,000

600,000

1,816,177

4,466,177

211,104

22,202

207,350

286,284

17,088

257,995

0

75,864

600,000

94,600

1,782,487

増　　　減

△578,896

△77,798

7,350

△13,716

△32,912

△142,005

0

 △124,136

0

△1,721,577

△2,683,690

適　　　　　用

総会

役員会、入学式等

会報第30号

全国大会祝金、卒業記念品等

慶弔費

郵便料

印刷費、事務用品等

創立110年周年広告協賛

（単位：円）

本年度予算額 本年度決算額

増　　　減本年度予算額 本年度決算額

令和６年

定例役員会

会報第29号発送

会計監査

定例役員会

同窓会総会

定例役員会

定例役員会

定例役員会

定例役員会

新幹事顔合わせ

同窓会入会式

会報第30号発行

４月８日

13日

５月20日

６月11日

７月８日

10月14日

11月25日

1月20日

31日

２月29日

３月１日

会 務 報 告

理
事
長
・
校
長
　
　
本
　
田
　
哲
　
朗

『
創
立
百
十
一
年
か
ら
先
を
見
越
し
て
』

同
総
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

常
日
頃
、
物
心
両
面
に
渡
る
ご
支
援

を
賜
り
、
衷
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
初
め
に
、
私
こ
と
本

田
哲
朗
は
、
三
月
十
五
日
を
も
っ
て

諸
般
の
事
由
か
ら
前
高
橋
幸
七
理
事

長
か
ら
理
事
長
職
を
引
き
継
ぐ
事
に

成
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
会
報
を
通

じ
接
点
を
持
た
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、

本
学
園
の
隆
盛
に
微
力
な
が
ら
尽
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
少
子
高
齢

化
が
一
層
進
む
中
、
我
が
国
は
、
高

等
学
校
は
元
よ
り
中
学
校
も
選
ぶ
時

代
の
最
中
に
在
り
ま
す
。
福
島
成
蹊

は
歯
止
め
の
利
か
な
い
社
会
経
済
的

地
域
（
S
E
S
）
に
因
る
格
差
に
果

敢
に
挑
み
、
本
県
の
人
材
育
成
に
注

力
し
、
新
た
な
価
値
の
創
造
出
来
る

実
力
有
る
ヒ
ト
の
教
育
に
務
め
て
参

り
ま
す
。
初
秋
に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
で
沢
山
の
O
G
・
O
B
諸
氏

に
お
会
い
で
き
た
事
を
、
心
か
ら
嬉

し
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。
是
非
、
百

十
一
年
の
母
校
の
姿
を
見
に
来
て
下

さ
い
。

同
窓
会
総
会
の
際
に
も
紹
介
致

し
ま
し
た
が
、
本
校
は
県
内
私
学

の
中
で
も
、
県
立
名
門
校
に
劣
ら

な
い
進
学
実
績
を
挙
げ
て
居
り
ま

す
。
中
で
も
医
学
部
医
学
科
進
学

者
の
半
数
以
上
女
子
が
占
め
る
と

言
う
、
女
子
高
の
伝
統
に
根
付
い

た
実
績
が
特
徴
に
な
っ
て
い
る
所

で
す
。
近
年
、
中
学
校
入
学
生
に

福
島
成
蹊
女
子
高
等
学
校
卒
業
生

の
お
子
息
ご
息
女
が
増
え
て
来
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
同
窓
会

員
の
ご
子
息
ご
息
女
対
象
の
福
島

成
蹊
中
学
校
入
学
者
へ
の
減
免
制

度
①
を
設
け
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

同
窓
生
子
女
子
息
に
対
す
る

　
　
　
　
福
島
成
蹊
中
学
校
の
経
済
的
支
援
制
度
の
設
立
に
つ
い
て 

①次に該当する場合、入学時にかかる入学金17万円を全額
　免除致します。 
　 ⑴ 祖父母・両親・兄弟姉妹の中に福島成蹊中学・高等学
　　　校の卒業生が居る者。
　 ⑵ 兄弟姉妹が本校に在学している者。
　 ⑴・⑵とも、本人が本校を第一志望とし、合格時に本校入
　 学が確実な場合 
②経済的理由により修学困難な家庭への“授業料”の補助制度
　を新設しました。 下記の条件を満たす場合、年間授業料
　46万円の4割を中学校3年間免除します。
　※両親合わせた収入が合計 500万円以下であり、別途本
　　校の定める基準を満たす者。
　※：①・②に該当する場合は、併用できますので宜しくお願
　　い致します。

令和５年

福島成蹊高等学校同窓会会報第31号 令和7年（2025）3月1日②



福島成蹊高等学校同窓会会報③ 令和7年（2025）3月1日 第31号

結婚式に呼んで綺麗な花嫁姿を見
せて下さった人、高校時代親元離れて
頑張っていた姿を思い出しながら嬉し
くなりました。可愛いお子さんを抱っこ
させてくれて、「先生が子育てとお仕事
両立させて私たちの担任して下さった
ことを思い出しながら、私も両立できる
ように頑張ります。」ととても嬉しいお手
紙をくれた人、お手紙は大切に保管し
て時々読み返して元気をもらっていま
す。夢を叶えて映画製作のお仕事をし
て頑張っている人、あなたの名前を映
画館のスクリーンで見た時、嬉しくて涙
が出ました。皆さんのご健康と活躍こ
れからもお祈りしています。

鈴木智美先生平成21年度  3年6組 担任

お元気ですか。3の10は運動が得
意な人、絵が上手な人、パソコンが得
意な人、手先が器用な人など、個性豊
かで皆の存在感が大きく、いつも広い
教室が狭く感じられるクラスでした。あ
のアンパンマンのクラTはまだみんな
持っていますか？沖縄もいろいろと大
変でしたが、今となっては良い思い出
となっています。さて、卒業してから10
年、自分の人生を楽しんでいますか。
きっと社会人としていろいろな立場で、
活躍していることでしょう。これからも、
豊かで幸せな人生を歩んでほしいと
願っています。

明珍真由美先生平成26年度  3年10組 担任

個性豊かなクラスでした。個性が
強すぎたため、毎日何かしらの問題
が起きていたような気がします。特に
驚いたのは、台湾研修旅行より戻っ
てきてから、まさかの、ホテルの部屋
のカーペットが水浸しになっていたこと
が判明したことです。なんという置き
土産をしてくれたのだと当時はかなり
衝撃的でした。ですが、やるときはや
るというのがこのクラスの良いところ
で、それぞれが自分の進路を叶える
ために最後まで一生懸命努力してい
たのを覚えています。私は現在、2年
生の担任をしています。皆さんのよう
な元気なクラスも今では懐かしい思い
出です。また会いましょう。

齊藤純一先生平成31年度  3年6組 担任

現在現在
2014年2014年

皆さん、まず最初に本当に、本当
に申し訳ありません！5年前、一年目
で担任になり、あの時「厳しい担任ら
しさ」を装っていましたが、内心は「ど
うしよう！」の連続でした。そんな中、
直接文句も言わずちゃんと一緒につ
いてきてくれたことが今思い返せば本
当に感謝しています。
今は文理選抜コースで担任をまた

やらせてもらっています。現在、僕も
穏やかになり今はおとなしい教員にな
れたと思います。みんなのおかげです。
いま社会人一年目や二年目であの時
の僕の年齢くらいになったのかな。大
人になったみんなの姿に会えることを
楽しみにしてます！

和田理志先生平成31年度  3年2組 担任

現在現在
2019年2019年

現在現在
2009年2009年

現在現在
2019年2019年

皆さんが卒業されてから20年という
時間が経過しました。私にとっては唯一
の3年担任として見送った卒業生です。
このクラスで思い出されるのは桃李祭
での「和太鼓とタップダンス」で最優秀
賞に選ばれたことです。納得いくまで向
き合っていた皆さんの姿は今でも鮮明
に思い出されます。発表の瞬間は私も
つい声を出し涙してしまったことを覚え
ています。現在は教頭として日々悪戦苦
闘しています。 皆さんが健康で幸せな
日 を々送っていることを願っています。

菊地　忠先生平成16年度  3年6組 担任

現在現在
2004年2004年

卒業時に担任だった5名の先生にスポットをあて、
今、成蹊高校で何をしているか、また卒業当時を思
い出していただきひとことメッセージをお願いしました。

卒業から卒業から5年
（平成31年度卒）

5年
（平成31年度卒）

10年
（平成26

年度卒）
10年

（平成26
年度卒）

15年
（平成21

年度卒）
15年

（平成21
年度卒）

20年（平成16年度卒）

20年（平成16年度卒）

先生方からのメッセージ先生方からのメッセージ



役
　
　
　
　
員

顧
　
　
問

　
　
丹
野
　
リ
ン
（
昭
和
21
年
度
卒
）

　
　
益
田
　
幸
子
（
昭
和
28
年
度
卒
）

　
　
上
枝
　
治
代
（
昭
和
22
年
度
卒
）

　
　
斉
藤
　
ヨ
シ
（
昭
和
23
年
度
卒
）

　
　
浅
野
　
良
子
（
昭
和
36
年
度
卒
）

　
　
須
田
カ
ヨ
子
（
昭
和
41
年
度
卒
）

　
　
小
林
　
征
子
（
昭
和
35
年
度
卒
）

　
　
山
科
　
直
枝
（
昭
和
53
年
度
卒
）

会
　
　
長

　
　
石
井
　
　
都
（
昭
和
41
年
度
卒
）

副
 会
 長

　
　
千
葉
　
良
彦
（
平
成
21
年
度
卒
）

会
計
監
査

　
　
大
槻
　
芳
恵
（
平
成
７
年
度
卒
）

　
　
髙
橋
　
晴
佳
（
平
成
16
年
度
卒
）

会
　
　
計

　
　
関
根
　
綾
子
（
昭
和
55
年
度
卒
）

　
　
矢
吹
は
る
香
（
平
成
９
年
度
卒
）

書
　
　
記

　
　
斎
藤
　
綾
子
（
昭
和
61
年
度
卒
）

　
　
渡
邉
　
　
愛
（
平
成
17
年
度
卒
）

幹
 事
 長

　
　
瓶
子
恵
理
子
（
平
成
４
年
度
卒
）

常
任
幹
事

　
　
鈴
木
　
　
徹
（
平
成
18
年
度
卒
）

　
　
穴
澤
あ
す
か
（
平
成
18
年
度
卒
）

事
 務
 局

　
　
唯
木
　
祐
人
（
平
成
21
年
度
卒
）

　
　
和
田
　
理
志
（
平
成
23
年
度
卒
）

　
　
善
方
　
勝
也
（
平
成
23
年
度
卒
）
　

　
　
末
永
　
誠
徳
（
平
成
24
年
度
卒
）

　
　
福
地
　
春
香
（
平
成
27
年
度
卒
）

　
　
中
澤
　
太
郎
（
平
成
27
年
度
卒
）

　
　
大
河
内
拓
海
（
平
成
28
年
度
卒
）

　
　
齋
藤
　
崇
浩
（
平
成
30
年
度
卒
）

ク
ラ
ス
会

高
校
を
卒
業
し
て
五
十
年
、

恩
師
金
子
昭
七
先
生
を
お
招
き

し
、
令
和
六
年
七
月
二
十
一
日

穴
原
温
泉
渓
苑
花
の
瀬
で
同
級

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

親
の
介
護
や
病
気
等
で
出
席

で
き
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
、

十
六
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
時
間
の
た

つ
の
も
忘
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
の
に
時
間

は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

金
子
先
生
よ
り
、
現
在
の
学

校
の
様
子
を
聞
き
、
私
達
の
時

と
は
、
大
分
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
な
あ
と
母
校
に
感
慨
深
い
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
、
母
校
は
創
立
百
十
年

を
迎
え
た
と
の
こ
と
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
の
時
、
出
逢
え
た
、
か
け

が
え
の
な
い
仲
間
、
ま
た
の
再

会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
、
す
ば
ら
し
い

仲
間
達
。

九
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
五
年
毎
の
ク
ラ
ス
会
の

は
ず
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
七
年
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

担
任
の
長
澤
先
生
の
参
加
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
十
四
名
の

元
気
な
お
ば
さ
ん
達
が
集
ま
り
昔

話
や
ら
近
況
報
告
や
ら
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
次
回
開
催
は
三
年

後
の
六
十
五
歳
十
回
目
の
予
定
で

す
。

去
る
六
月
十
一
日
に
同
窓
会
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
の
中
に
は
卒
業
さ
れ
た

ば
か
り
の
若
い
方
々
の
姿
も
あ
り
、

役
員
一
同
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。

学
園
・
学
校
か
ら
は
来
賓
と
し

て
理
事
長
・
校
長
先
生
に
ご
出
席

を
い
た
だ
き
、
活
動
計
画
案
や
予

算
案
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、

一
名
の
方
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に

三
名
の
学
内
同
窓
生
が
役
員
と
し

て
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

総
会
参
加
の
皆
様
に
、
お
弁
当

を
ご
用
意
し
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
、
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
会

場
で
同
窓
生
同
士
で
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
楽
し
ん
で
い
る
テ
ー
ブ
ル

も
あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
よ
り

多
く
の
同
窓
生
の

皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
魅

力
あ
る
総
会
運
営

に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

福
島
成
蹊
高
校
百
周
年
記
念
事

業
の
前
年
度
よ
り
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
動
に
携

わ
っ
て
『
成
蹊
高
校
』
の
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
痛
感
致
し
ま
し
た
。

昭
和
・
平
成
・
令
和
と
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
中
で
は
あ
り
ま
す
が

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
最
も
大

切
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
今
後
の

同
窓
会
活
動
の
益
々
の
ご
発
展
を

心
よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
前
会
計
監
査         

渡
邉
八
千
代
　

（
昭
和
48
年
度
卒
）

同
窓
会
総
会

　
山
田
　
秀
実
（
昭
和
48
年
度
卒
）

　
佐
藤
　
典
子
（
昭
和
55
年
度
卒
）
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久
し
ぶ
り
の
母
校
は
楽
し
み
で

も
あ
り
少
し
緊
張
も
し
て
い
ま
し

た
が
、
懐
か
し
い
方
々
に
一
瞬
で

高
校
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で
し
た
。

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
開
封
し
お
喋
り
が

盛
り
上
が
る
う
ち
に
懐
か
し
さ
や

思
い
出
が
蘇
り
ま
し
た
。
当
時
は

開
封
式
で
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る

の
か
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
思
い
出
と
一
緒
に
当
時
の
高

校
生
ら
し
い
一
生
懸
命
さ
や
未
熟

さ
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
な
か

な
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
わ
ぁ
！
」
と
い
う
歓
声
の
中
、

二
十
一
年
ぶ
り
に
開
封
さ
れ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
。
一
気
に
当
時
の

記
憶
が
蘇
り
ま
し
た
。
「
二
十
一

年
後
の
自
分
の
名
字
」
を
予
想
し

て
友
人
と
笑
い
合
っ
た
日
々
が
懐

か
し
い
で
す
。
手
紙
の
返
却
を
目

的
に
同
窓
会
を
開
催
し
、
「
こ
ん

な
こ
と
書
い
た
の
覚
え
て
な

い
！
」
「
授
業
中
に
書
い
た
の
か

も
」
と
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機

会
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者

の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
成
蹊
高

校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
心
よ
り
願

っ
て
い
ま
す
。

　
島
田
　
　
幸
（
平
成
16
年
度
卒
）

　
佐
戸
川
　
侑
希
（
平
成
16
年
度
卒
）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
卒
業
生
が
母
校
に
戻
る
機
会
を
作
り
、
本
校

の
魅
力
を
多
面
的
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
と
コ
ラ
ボ
し
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
展
示
、
カ
フ
ェ
出
店
、

授
産
品
販
売
、
ク
ジ
引
き
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
飲
食
販
売
を
行
い
、
ま
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
も
も
ま
る
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

（
鈴
木
祥
之 

先
生
）

数
年
ぶ
り
に
母
校
の
門
を
く
ぐ
る

と
、
懐
し
い
思
い
出
が
込
み
上
げ
て
き

ま
し
た
。
変
わ
ら
な
い
校
舎
、
花
壇
、

体
育
館
、
靴
箱
、
変
わ
っ
た
の
は
生
徒

と
し
て
で
も
、
教
員
と
し
て
で
も
な
く

卒
業
生
と
い
う
立
場
。
成
蹊
を
卒
業
し

て
か
ら
教
員
と
し
て
母
校
に
戻
っ
た
私

は
、
結
婚
出
産
を
経
て
親
と
な
り
、
子

供
を
連
れ
て
今
回
参
加
し
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や
旧
友
と
の
再

会
。
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
の
対

面
。
久
し
ぶ
り
に
「
高
校
生
」
の
自
分

に
戻
り
、
成
蹊
の
「
仲
間
」
と
時
間
を

共
有
で
き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
成
蹊
に
関
わ
る
全
て
の
人
が

「
母
校
は
成
蹊
と
言
え
る
誇
り
」
を
感

じ
る
事
が
で
き
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
甚
野
　
絵
美
（
平
成
17
年
度
卒
）

私
が
学
ん
だ
当
時
は
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
が
あ
り
、
特
別
進
学
コ
ー
ス
と
普
通

コ
ー
ス
の
二
コ
ー
ス
体
制
で
し
た
。
卒

業
か
ら
十
三
年
、
教
育
実
習
か
ら
十
年

が
経
ち
、
現
在
は
立
派
な
南
校
舎
が
あ

り
、
文
理
選
抜
コ
ー
ス
が
増
え
て
三
コ

ー
ス
体
制
に
な
る
な
ど
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
担
任
の
長
南
先
生
を
は

じ
め
懐
か
し
い
先
生
方
に
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
東
畑
先

生
や
服
部
先
生
な
ど
が
退
職
さ
れ
て
時

の
流
れ
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者

が
増
え
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
や
退
職
さ
れ
た
先
生
方
と

も
会
え
る
よ
う
な
機
会
に

な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
菅
野
　
瑛
一
（
平
成
22
年
度
卒
）
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キ
ャ
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パ
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ラ
イ
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キ
ャ
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ラ
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小
室
　
志
穂
（
平
成
6
年
度
卒
）

私
は
福
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
に

入
社
し
て
二
十
四
年
に
な
り
、
現

在
は
福
島
笹
木
野
店
の
店
長
を
仰

せ
つ
か
り
七
年
目
に
な
り
ま
す
。

高
校
卒
業
後
に
製
造
関
係
に
就
職

し
ま
し
た
が
、
六
年
後
に
リ
ス
ト

ラ
に
遭
い
、
以
前
か
ら
興
味
の
あ

っ
た
営
業
の
道
に
進
み
ま
し
た
。

初
め
は
苦
労
ば
か
り
で
し
た
が
、

お
客
様
が
私
か
ら
車
を
購
入
し
て

い
た
だ
く
事
に
や
り
が
い
と
感
謝

の
気
持
ち
で
、
今
ま
で
頑
張
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
特

に
私
の
心
の
支
え
は
、
高
校
時
代

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
監
督
菅
野

治
先
生
と
仲
間
の
存
在
が
大
き
く
、

一
生
の
仲
間
が
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

今
年
は
治
先
生
も
一
緒
に
集
ま
り

想
い
出
話
を
し
た
い
で
す
。

   

保
科
　
隼
希
（
平
成
28
年
度
卒
）

私
は
聞
こ
え
る
世
界
（
聴
者
）

と
聞
こ
え
な
い
世
界
（
ろ
う
者
・

難
聴
者
）
を
繋
ぐ
“
手
話
通
訳
”

と
い
う
仕
事
で
、
東
京
を
中
心
に

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
進
学
し
た
亜
細
亜
大
学

で
偶
然
出
会
っ
た
手
話
の
授
業
を

き
っ
か
け
に
こ
の
道
に
進
み
ま
し

た
。
ろ
う
者
と
聴
者
が
共
生
す
る

た
め
の
手
段
と
し
て
の
役
割
が
大

き
い
と
感
じ
て
お
り
、
お
互
い
に

と
っ
て
必
要
な
存
在
に
な
れ
る
よ

う
意
識
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
五
年
十
一
月
に
は
、
大

会
百
年
の
歴
史
で
初
め
て
日
本
で

ろ
う
者
・
難
聴
者
の
た
め
の
国
際

大
会
”
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
福
島
県
で
は
サ
ッ

カ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、

大
会
成
功
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
活
躍

長
年
興
味
の
あ
る
特
別
支
援
に
つ
い
て
学
び
、
肢
体
不
自
由
や
知
的

障
害
に
関
す
る
心
理
や
生
理
を
深
く
学
べ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
演
劇
に
加
入
し
、
最
近
は
ア
カ
ペ
ラ
に
も

挑
戦
中
で
す
。
夏
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
れ
、
S
D
G
s
を
学
び
、
現
地

の
小
学
校
や
大
学
を
見
学
し
貴
重
な
経
験
を
得
ま
し
た
。
素
敵
な
友
人

に
恵
ま
れ
、
学
び
も
遊
び
も
全
力
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

福
島
大
学
人
文
社
会
学
群

　
人
間
発
達
文
化
学
類 

特
別
支
援
・
生
活
科
学
コ
ー
ス

天 

沼
　
優 

花 

（
令
和
5
年
度
卒
）

私
は
現
在
、
英
文
学
科
で
英
文
学
や
英
語
教
育
法
に
つ
い
て
の
勉
強

に
励
ん
で
い
ま
す
。
大
学
は
高
校
よ
り
も
自
由
度
が
高
い
分
、
自
分
で

目
標
を
定
め
行
動
し
て
い
か
な
い
と
得
ら
れ
る
も
の
が
少
な
い
で
す
。

私
は
大
学
に
入
っ
て
、
自
分
か
ら
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

留
学
生
と
関
わ
る
中
で
英
語
力
を
伸
ば
し
た
い
と
思
い
は
じ
め
た
も
の

の
、
今
で
は
た
だ
の
留
学
生
で
は
な
く
大
切
な
友
達
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
新
し
い
人
、
考
え
方
と
出
会
い
な
が
ら
成
長
し
、
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

都
留
文
科
大
学 

文
学
部 
英
文
学
科

西 

田
　
小 

春 

（
令
和
5
年
度
卒
）

私
は
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
立
場
と
し
て
専
門
的
に
学
ん
で
い

ま
す
。
現
場
経
験
豊
富
な
先
生
方
か
ら
幅
広
い
知
識
を
学
べ
る
ほ
か
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の
実
習
や
企
業
の
方
を
招
い
た
講
義
な
ど
、

実
践
的
な
学
び
の
機
会
も
豊
富
で
す
。
部
活
は
女
子
陸
上
競
技
部
に
所

属
し
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
監
督
と
尊
敬
で
き
る
先
輩
、
同
級
生

に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

大
阪
成
蹊
大
学

　
経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

谷 

口
　
紗 

菜 

（
令
和
5
年
度
卒
）

http://www.f-seikei.ed.jp/hs/classreunion.php

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
同

窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、

同
窓
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
住
所
変
更
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活

用
下
さ
い
。

　
毎
年
、
宛
先
不
明
で
多
く

の
郵
便
物
が
戻
っ
て
き
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
住
所
及
び
連
絡
先
等
の
変

更
を
さ
れ
た
場
合
は
、
お
手

数
で
す
が
、
す
み
や
か
に
同

窓
会
事
務
局
に
お
知
ら
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
引

き
続
き
、
郵
送
、
電
話
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
で
も
受
付

い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

住
所
変
更
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

下記のURLまたはQRコード
よりホームページへアクセス
いただけます。
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進
路
部
部
長
　
加
藤
　
貴
義

　
早
い
も
の
で
令
和
六
年
度
も
終

わ
り
に
差
し
掛
か
り
ま
し
た
。
令

和
六
年
四
月
に
卒
業
し
早
速
社
会

の
一
員
と
し
て
日
々
の
仕
事
に
ま

い
進
す
る
卒
業
生
、
大
学
な
ど
を

経
て
社
会
人
と
な
っ
た
卒
業
生
達

に
と
っ
て
、
母
校
の
そ
し
て
社
会

の
先
輩
で
あ
る
同
窓
会
会
員
の
皆

様
は
き
っ
と
心
強
い
存
在
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
さ
て
、
本
年

度
も
多
く
の
生
徒
が
高
校
三
年
間

の
努
力
を
実
ら
せ
、
第
一
志
望
の

企
業
、
大
学
、
専
門
学
校
等
か
ら

内
定
・
合
格
を
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
支
援

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

福
島
成
蹊
高
校
も
必
要
な
変
化
は

し
な
が
ら
も
生
徒
一
人
一
人
が
人

間
を
大
切
に
す
る
人
間
と
な
る
よ

う
桃
李
の
精
神
を
忘
れ
ず
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
生
徒
た
ち
の
希
望
進
路
実

現
に
お
力
添
え
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和6年度 進路状況　令和7年２月14日現在（一部の学校のみ記載）

令
和
六
年
度 

進
路
状
況

22名

59名専 　 門 　 学 　 校

就 職 内 定 者

東京電子専門学校、国際医療看護福祉大学校、太田看護専門学校、大原看護専門学校、福島看護専門学校、
郡山健康科学専門学校、仙台ビューティーアート専門学校、国際ビューティ＆フード大学校、東日本医療専門学校、
福島医療専門学校、仙台デザイン専門学校、仙台総合ペット専門学校、国際ビジネス公務員大学校、
日本調理技術専門学校、WIZ国際情報工科自動車大学校、宮城調理製菓専門学校、東京都立府中看護専門学校、
日本航空大学校北海道新千歳空港キャンパス、福島県立テクノアカデミー浜、新潟コンピュータ専門学校、
仙台医健・スポーツ専門学校、東京法律公務員専門学校、仙台こども専門学校、ケイセンビジネス公務員カレッジ、
文化服装学院、仙台ECO動物海洋専門学校　他

二本松NOK株式会社、ヤマト運輸株式会社、NXキャッシュ・ロジスティクス株式会社、ふくしま未来農業協同組合、
自衛隊、警視庁、福島市役所、福島県警察、株式会社東邦銀行、三井ミーハナイト・メタル株式会社、
株式会社福島製作所、福島広成建設株式会社、株式会社しのぶ食品、千葉県警察  他

16名短 　 期 　 大 　 学

198名大 学

北見工業大学、山形大学、福島大学、埼玉大学、宮崎大学、会津大学、福島県立医科大学、
高崎経大学、都留文科大学、長野大学、仙台大学、東北学院大学、東北工大学、東北福祉大学、
東北医薬大学、宮城学院女子大学、東北文化学園大学、尚絅学院大学、仙台青葉学院大学、
東北芸術工大学、奥羽大学、福島学院大学、国際医療福祉大学、白鴎大学、埼玉工大学、
文教大学、千葉工大学、亜細亜大学、北里大学、国際基督教大学、駒澤大学、芝浦工大学、
成蹊大学、東京理大学、日本大学、武蔵野大学、立教大学、早稲田大学、学習院女子大学、
神奈川大学、新潟医療福祉大学、開志専門職大学、金沢工大学、東洋大学　他

仙台青葉学院短期大学、郡山女大短期大学部、桜の聖母短期大学、福島学院大短期大学、
福島県農業総合センター農業短期大学校、仙台赤門短期大学　他

令和5年度 進路実績　令和6年3月3１日確定版（一部の学校のみ記載）

370名

仙台大学、東北学院大学、東北工業大学、東北福祉大学、東北医科薬科大学、尚絅学院大学、
仙台青葉学院大学、東北芸術工科大学、郡山女子大学、福島学院大学、国際医療福祉大学、
白鴎大学、獨協大学、津田塾大学、神田外語大学、千葉工業大学、芝浦工業大学、成蹊大学、
専修大学、大正大学、帝京大学、東京女子大学、東洋大学、日本大学、武蔵野大学、立教大学、
和光大学、新潟医療福祉大学、新潟食料農業大学、立命館大学、埼玉工業大学　他

28名

94名専 　 門 　 学 　 校

就 職 内 定 者

東北歯科専門学校、仙台リゾート＆スポーツ専門学校、太田看護専門学校、大原看護専門学校、
国際医療看護福祉大学校、トヨタ東京自動車大学校、新潟コンピュータ専門学校、
JO-BI 国際ビジネス公務員大学校、仙台医療秘書福祉専門学校、東北電子専門学校、国際アート＆デザイン大学校、
福島看護専門学校、専門学校東北動物看護学院、仙台大原簿記情報公務員専門学校、仙台デザイン専門学校、
仙台ビューティーアート専門学校、仙台こども専門学校、辻調理師専門学校 東京、国際ビューティ＆フード大学校、
郡山健康科学専門学校、日本調理技術専門学校、仙台医健・スポーツ専門学校、蕨戸田市医師会看護専門学校、
仙台医療秘書福祉＆IT専門学校、文化服装学院、国際情報工科自動車大学校、東京ウエディング＆ブライダル専門学校、
国際ビジネス公務員大学校、千葉労災看護専門学校　他
警視庁、NITTOKU株式会社、福島信用金庫、株式会社サンワ、陸上自衛隊、公益財団法人福島県労働保健センター、
ふくしま未来農業協同組合、株式会社西武・プリンスホテルズワールドワイド、NECプラットフォームズ福島事業所、
福島ガス株式会社、信夫木材通商株式会社、OKIシンフォテック株式会社、株式会社しのぶ食品、株式会社カークレド  他

33名短 　 期 　 大 　 学

私 立 大 学

62名国 公 立 大 学 北見工業大学、室蘭工業大学、山形大学、福島大学、茨城大学、秋田公立美術大学、
福島県立医科大学、前橋工科大学、都留文科大学　他

山形県立米沢女子短期大学、仙台青葉学院短期大学、桜の聖母短期大学、福島学院大学短期大学部　他

12名 防衛医科大学校、防衛大学校文部科学省所管外学校
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新
　
　
幹
　
　
事

令和7年度 総会のお知らせ令和7年度 総会のお知らせ
● 日　時／令和7年６月22日（日） 午前10時30分～
● 場　所／キョウワグループ・テルサホール（福島テルサ）
 
● 内　容／総会　● 会　費／1,000円（昼食を準備いたします）
● 問合わせ先／福島成蹊高等学校 同窓会事務局
　　　　　　　 TEL 024-522-2049

※指定駐車場があります。詳しくはテルサホームページをご覧ください。

　

会
報
第
三
十
一
号
は
特
集
記
事
の

該
当
学
年
で
あ
る
平
成
十
六
・
二
十

一
・
二
十
六
・
三
十
一
年
度
卒
業
の

皆
様
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
運

営
協
力
費
は
、
会
報
送
付
等
に
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
会
開
催
の
際
は
、
通
信
費

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

編
　
集
　
後
　
記

皆
様
、
今
回
の
会
報
は
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
会
報
委

員
が
協
力
し
合
い
原
稿
依
頼
や
校

正
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
記
事
を

お
読
み
い
た
だ
き
、
ご
感
想
な
ど

お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で

す
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式
・

今
年
度
初
開
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
会
報
の
作
成
に
お
い
て
、

各
テ
ー
マ
に
原
稿
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
同
窓
生
の
皆
様

お
忙
し
い
中
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
七
年
の
総
会
は
、
例
年
通

り
六
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
を
き
っ
か
け
に
、
ほ
ん
の
ひ

と
と
き
高
校
時
代
を
思
い
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
魅
力
あ

る
同
窓
会
運
営
に
役
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◆
退
職
さ
れ
る
先
生
方
◆
◆
◆
◆

　
教
　
諭
　
福
　
田
　
和
　
久

　
教
　
諭
　
鈴
　
木
　
秀
　
明

　
教
　
諭
　
佐
々
木
　
　
　
健

　
教
　
諭
　
信
　
野
　
高
　
志

　
教
　
諭
　
伊
　
深
　
崇
　
宏

　
教
　
諭
　
大
　
平
　
洋
　
一

　
教
　
諭
　
菅
　
野
　
将
　
也

　
教
　
諭
　
和
　
田
　
理
　
志

　
教
　
諭
　
髙
　
橋
　
晴
　
佳

　
教
　
諭
　
福
　
地
　
春
　
香

一
　
組

二
　
組

三
　
組

四
　
組

五
　
組

六
　
組

七
　
組

八
　
組

九
　
組

十
　
組

十
一
組

十
二
組

十
三
組

十
四
組

佐
　
藤
　
千
　
駿

藤
　
原
　
寧
　
々

金
　
城
　
和
　
希

小
　
林
　
愛
　
佳

粟
　
村
　
洋
　
寿

菊
　
田
　
　
　
蒼

石
　
井
　
　
　
翔

山
　
下
　
真
　
衣

阿
　
部
　
哲
　
生

金
　
子
　
和
　
申

二
　
瓶
　
按
伽
里

長
谷
部
　
悠
　
太

佐
　
藤
　
春
　
雅

船
　
山
　
知
　
絋

氏
　
家
　
洸
　
來

近
　
藤
　
雛
　
華

伊
　
藤
　
颯
　
雅

遠
　
藤
　
華
　
枝

安
　
田
　
雄
　
真

山
　
田
　
流
　
奈

蒲
　
倉
　
陽
　
菜

吉
　
田
　
悠
　
人

木
　
村
　
空
　
真

宍
　
戸
　
　
　
真

蒲
　
倉
　
さ
く
ら

佐
　
藤
　
虹
　
菜

齋
　
藤
　
留
　
唯

佐
々
木
　
花
　
暖
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三
浦
カ
ネ
様（
昭
和
三
十
七
年

度
卒
）よ
り
、お
母
様
渡
辺
操
様

（
昭
和
十
二
年
度
卒
）が
授
業
で
制

作
し
た
品
々
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま

し
た
。

•

筥
迫（
江
戸
時
代
に
武
家
の
女

性
が
懐
に
入
れ
て
い
た
化
粧
ポ
ー

チ
の
よ
う
な
小
物
入
れ
、花
嫁
道
具

の
ひ
と
つ
）

•

袱
紗（「
寿
」慶
事
の
際
に
品
物

を
包
ん
だ
り
祝
儀
袋
を
持
参
す
る

際
に
使
用
）

•

名
古
屋
帯（
夏
帯
）

•

羽
織 資

料
展
示
室
よ
り

LINE公式
アカウント
　同窓会では【LINE公式アカウント】を開設し
ています!!多くの同窓生の皆さんとスムーズ
に、そしてスピーディーに繋がることが可能で
す。様々な行事の告知や母校の活躍などLINE
を使って発信しています。まだLINEの友だちに
なってない同窓生がいらっしゃいましたら、ぜひ
同窓会のLINEを教えてあげてください。LINE
の友だち追加をお願いします。

@336tcvqp
LINE ID

ご質問・お問い合わせは、事務局まで
電話、FAX、メールでお願いします。

配信のみ

同窓会では、会の運営にご協力いただける卒業
生を募集しています。イベントの企画や会報作
成、SNSなどがお好きな方、LINE配信に興味の
ある方など、まったく未経験の方でも構いませ
ん。母校の発展のために力を貸してくださる方
を募集しています。若手の役員や、男性役員も
在籍していますので、若い方や男性も大歓迎で
す！！ 月に一回程度、定例の対面での打合せが
ありますがオンラインでの参加やLINEでの参
加も可能です。
これからの母校の発展に同窓会の若い力は不
可欠です！
ご興味のある方は、同窓会事務局まで電話また
はメールでお気軽にご連絡ください。

同窓会役員募集中です


